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                 複合仮説の適合度検定
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 観測データが，所与の分布からのものであるか否かを間う適合度検定問題に対しては，カイ2乗検定

とかゴルモゴルフのD検定など，古くから多くの研究者によって議論されてきている．

 Fi11ben（1975，τec伽。me加。s）は，正規性の検定用にPPCC（Prob．P1ot．Corre1ation Coe冊。ient）

検定を提案した．それは，観測値の順序統計量xと標準正規分布からの順序統計量のメディアンMと

を対にして，相関係数Rを用いる方法である．この統計量は平均や標準偏差の変換に関して不変である

から，複合仮説の検定に利用できる利点を持っている．Fi11benはシミュレーションによって，正規分布

の下でのRのパーセント点を与えている．

 一般に

            乃（O；θ）＝O，  ん（1；θ）＝1，  ん（y；O）＝y

という条件を満足する［O，1］上のyの単調増加な連続関数のファミリー

            ∬＝｛ん（・；θ）：θ∈θ｝ （局の関数形は既知）

を考える．帰無仮説F（ニュイサソスパラメータを含んでいても構わない）に対して対立仮説Gが
｛ん（F（・）；θ）：θ∈θ｝の中に入るよう設定されているならば，適合度検定問題は

            ｛            帰無仮説 θ＝O

            対立仮説 θ＝θ。≠O

のようなパラメトリック表現になる．

 特にFとして正規分布の分布関数をとれば，これは正規性の検定問題とたる．またFを平均に関して

対称た分布関数，んとして

            舳；1）一は1∴ll：3

のようなものを考えると，これは歪型分布に対する対称性の検定問題となる．

 さらに観測データXを，G＝ん（F（・）；θ）からのサンプルと考えて（Xの順序統計量とGからの順

序統計量のメディアンの相関を最大にするように），θを推定することもできる．推定値がある程度Oに

近い場合にはXはFに従うものとみなし，その後の推論を進めることができる．


